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青

木

孝

彰

一

中
国
の
仏
家
は
、
経
典
を
解
釈
す
る
場
合
、

つ
ね
に
、
そ
の
文
段
を

科
判
す
る
科
文
立
て
を
行
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
法
は
、
分
科
の
形

式
の
整
美
を
追
う
あ
ま
り
、
細
密
に
過
ぎ
て
煩
項
を
極
め
、

か
え
つ
て

経
の
正
意
を
把
捉
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、

こ
の
よ

う
な
解
釈

の
方
法
が
、
も
と
の
文
献
が
述
べ
曜よ
う

と
し
て
い
る
意
味

を
、
正
確
に
汲
み
敢

る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
か
否
か
問
題
も
あ
る
も
の

の
、
と
に
か
く
こ
の
分
科
法
は
、
教
判
の
建
立
と
共
に
、
中
国
に
お
け

る
仏
典
研
究
の
大
き
な
特
色
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
経
典
の
解
釈
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
、
教
理
の
形
成
と
密
接
に

つ
な
が
る

の
で
あ
る
か

ら
、
科
文
法
に
よ
る
解
釈
法
は
、
中
国
仏
教
思
想

の
成
立
と
展
開
に
、

大
き
な
役
割
り
を
演
じ
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
法

が
、
い
つ
頃
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
の
も
と
に
生
れ
て
来
た
も
の
か
、
す

な
わ
ち
、
経
疏
分
科
法
の
成
立
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
、
考
察
を
試

(
1
)

み
た
い
。

科
文
法
に
は
、
種

々
の
形
態
や
方
法
が
あ
る
が
、
最
も
代
表
的
な
も

の
は
、
序

・
正

・
流
通
の
三
分
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
道
安
の
創
作
に

(
2
)

な
る
、
と
い
う
の
が
古
来
の
通
説
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
吉
蔵
は
仁
王
般
若
経
疏
巻
上
に
て

「次

入
二経
文
殉
然

諸
仏
説
レ経
、
本
無
二章
段
幻
始
自
二道
安
法
師
画
分
レ経

以
為
レ
三
段
↓

第

一
序
説
、
第
二
正
説
、
第
三
流
通
也
。
」
と
し
て
、
道
安

が
三
分

法

の
創
始
者
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
湛
然
も
法
華
文
句
記
に
て
、
「昔
有
二

晋
朝
道
安
法
師
↓
科
二判
諸
経
↓
以
為
三
二
分
幻
序
文
正
宗
流
通
分
。
」

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)

と
記
し
て
い
る
。
他
に
も
、
天
台
智
顕
、
青
竜
寺
良
責
、
圭
峯
宗
密
等

が
、
同
様
の
記
述
を
し
て
お
り
、
更
に
は
、
賛
寧
も
大
宋
僧
史
略
に
て

「
分
科
し
て
注
釈
し
た
始
め
は
道
安
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
記
録
は
か
な
り
後
の
も
の
で
あ
り
、

に
わ
か
に
は
首
肯
し
が
た
い
。
す
な
わ
ち
、
現
存
す
る
道
安

の
注
釈
で

あ
る
人
本
欲
生
経
注
に
は
、
全
く
、
分
科
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

道
安
の
経
典
解
釈

の
態
度
に
つ
い
て
、
出
三
蔵
記
集
や
高
僧
伝
が
伝
え

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
注
釈
が

「た
だ
大
意
を
叙
べ
て
転
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三
二
〇

読
す
る
の
み
」
で
あ

つ
た
の
に
対
し
て
、
道
安
は
諸
の
経
を
注
釈
し
て

「
文
を
尋

ね
句
を
比
べ
て
起
尽
の
義
を
為
し
、
疑
を
折

い
て
蜥
解

し

た
。
」
と
し

て
、
「文
理
会
通
し
、
経
の
義
の
克
明
な
る
は
、
安
よ
り
始

(
6
)

ま
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
経
典
解
釈
が
粗
略
で
あ
つ
た
の
に
対

し
、
道
安
が
正
確
で
克
明
な
注
釈
を
為
し
た
こ
と
は
窺
え
る
。
ま
た
、

こ
こ
で
い
う

「起
尽
」
と
は
、
当
時

の
文
献
上
の
用
語
例
か
ら
見
て
、

経
の
終
始
と
か
、
経
典
の
組
織
構
成
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
の
よ
う
で

あ
り
、
道
安
は
光
讃
般
若
に

「起
尽
解

一
巻
」
を
作

つ
た
、
と
い
う
こ

と
な
ど
か
ら
し
て
、
彼
が
、
た
だ
字
句
を
逐

つ
て
の
解
釈
だ
け
で
な

く
、

一
経

全
体
の
組
織
構
成
を
解
明
す
る
、
と
い
う
点
に
着
目
し
た
ら

し
い
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
以
上
の
資
料
か
ら
彼
を
三
分
法

の
創
始
者

と
決
定
す
る
の
は
、
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
先
の
吉

蔵
等
の
記
述
は
、
階

・
唐
代
に
、
道
安
を
三
分
法
の
創
始
者
と
す
る
伝

統
が
存
在

し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

二

分
科
法

の
成
立
の
模
様
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、
先
ず
、
現
存
す

る
注
釈
書
類
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
呉
陳
慧
の
陰
持
入

経

の
注
、

道
安
の
人
本
欲
生
経
注
、
僧
肇
等

の
注
維
摩
詰
経
、
僧
肇
の

金
剛
経
注
等
を
見
る
に
、

い
ず
れ
も
文
句
を
逐

つ
て

の
注
釈

で
あ

つ

て
、
科
段

は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
に
次
い
で
古
い
注
釈
は
、
道
生
の
法
華
経
疏
で
あ
る
が
、'
こ

れ
は
冒
頭
、
経
題
の
解
釈
等
に
つ
づ
い
て
「
此
経
所
レ明
、
凡
有
三
二
段
↓
マ
マ

始
於
二序
品
↓
詑
二
安
楽
行
嚇
此
十

三
品
、

明
三
二
因
為
二
一
因
↓
従
二踊

出
一至
二干
嘱
累
品
↓
此
八
品
、

弁
三
二
果
幻
従
二薬

王
一終
二於
普
賢
一此

六
品
、
均
三
人
為
二
一
人
こ

の
如
く
大
科
に
つ
い
て
述

べ
て
お
り
、
す

な
わ
ち
、

一
経
を
三
分
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

三
乗
は
全
て

一
乗
の

真
実
に
帰
す
る
、
と
い
う
骨
子
を
、
因

・
果

・
人

の
三
方
面
よ
り
見

た
、
と
い
う
内
容
か
ら
の
分
科
で
、
序

・
正

・
流
通
の
三
分
別
と
は
観

点
が
異
る
。
し
か
し
、
安
楽
行
品
を
そ
れ
以
前
の
経
説
の

「流
布
」
の

役
目
を
説
い
た
も
の
と
見
た
り
、
涌
出
品
を
寿
量
品
の

「序
」
と
見
た

り
、
薬
王
品
で

「経
既
寛
、
今
明
二
流
通
之
人
一」

と
述
べ
た
り
し
て
、

部
分
的
に
序
と
流
通
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
古
い
注
で
あ
る
法
雲

の
法
華
義
記
を
見
る
に
、
「今

一
家
所
習
、

言
経
無
二大
小
殉
例
為
二
三
段
殉
三
段
者
、
第

一
諸

為
レ
序
也
。
第
二
称

為
二
正
説
殉
第
三
呼
日
二流
通
殉
然
今
三
重
開
二
科
段
ご

と
し
て
、
明
ら

か
に
序

・
正

・
流
通
の
三
分
が
な
さ
れ
、
更
に
そ
れ
が
二
重
三
重
に
細

分
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
、
三

・
六

・
二
十
四
段

の
三
重

の
分
科
が
な
さ

れ
、
こ
こ
に
分
科
法
は
極
め
て
巧
妙
に
整
備
さ
れ
、
こ
れ
以
後
は
、
浄

影
寺
慧
遠
、
智
顕
、
吉
蔵
等

の
代
表
的
注
釈
家
を
は
じ
め
、
残
ど
の
場

合
、
少
く
と
も
形
式
的
に
は
同
様
の
分
科
を
行
つ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
直
接
資
料
た
る
現
存
の
注
釈
書
に

つ
い
て
見
れ
ば
、
道

生
疏
に
て
始
め
て
科
文
法
が
見
ら
れ
、
法
雲
の
義

記
に
至
つ
て
、
そ
の
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形
式
は
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三

次
に
、

六
朝
期
の
学
人
達

の
経
典
の
解
釈
法
に
つ
い
て
、
後

の
文
献

(
7
)

が
記
録
す

る
と
こ
ろ
を
検
策
す
れ
ば
、
智
顕

の
維
摩
経
文
疏
巻

一
、
法

(8
)
 

(
9
)

華
文
句
巻

一
、
灌
頂
撰
湛
然
再
治
の
大
般
浬
桀
経
会
疏
巻
一
、
吉
蔵
の

(
1
0
)
 

(
1
1
)

(
1
2
)

法
華
義
疏
巻

一
、
法
華
玄
論
巻

一
、
金
剛
経
疏
巻

一
、
等
に
於
て
、
九

轍
法
師
と
い
わ
れ
た
道
融
、

竺
道
生
、
法
華
経
を
五
門
に
分
つ
た
河
西

道
朗
、
「
経
文
を
節
目
」
し
た
江
東

の
法
瑠
、
法
華
経
を
序
正
流
通

に

三
分
し
た
盧
山
の
慧
竜
、
三
門
に
開
い
た
玄
暢
、
そ
し
て
光
宅
法
雲
、

四
段
分
別
し
た
僧
印
、

二
門
六
段
に
分
科
し
た
竜
光
寺
僧
紳
、
更

に

は
、
開
善
寺
智
蔵
、

荘
厳
寺
僧
曼
等

の
学
人
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
科
文

づ
け
に
よ
る
注
釈
を
行

つ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
学
人
の
年
代
を
見
れ
ば
、
道
融
、
道
朗
、
法
瑠
、
慧
竜
、
玄
暢
、
僧

印
等
は
道
生
よ
り
法
雲
に
至
る
間
に
あ
り
、
智
蔵
、
僧
曼
は
、
法
雲
と

同
時
代
で
あ
る
。

な
お
ま
た
こ
れ
ら
の
記
録
よ
り
す
れ
ば
、
諸
家
の
分
科
の
方
法
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ

つ
て
、
階
ご
ろ
よ
り
以
後
に
は
分
科
の
形
式
が
ほ
ぼ
定

つ

て
い
る
こ
と
と
較
べ
て
、
こ
の
期
は
未
だ
注
釈
の
型
が
定
ら
ず
、

よ
う

や
く
、
分
科
法
が
行
わ
れ
始
め
、

工
夫
さ
れ
出

し
た

こ
と
を
窺

わ
せ

る
。さ
ら
に
ま
た
、
僧
伝

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
「初
華
厳
大
部
、
文
旨
浩

博
、
終
古
以
来
、
未
レ
有
二宣
釈
↓
暢
乃
蜴
レ思
、

研
尋
、
提
レ
章
比
レ
句
。

伝
講
迄
レ
今
、
暢
其
始
也
。
」
と
伝
え
ら
れ
る
玄
暢
、
「善
二大
乗
一明
二数

論
殉
講
説
相
続
、
学
徒
甚
盛
。
区
二
別
義
類

↓
始
為
二章
段
一焉
。
」
と
記

さ
れ
る
道
慧
、
さ
ら
に
、
法
華
義
疏
三
巻
や
門
訓
義
序
三
十
三
科
を
製

(
1
3
)

(
1
4
)

(
1
5
)

し
た
慧
基
、

浬
架
経
集
解
の
編
者
で
あ
る
宝
亮
、

そ
し
て
智
称
等
が
、

科
段
を
設
け
て
経
典
を
解
釈
し
た
ら
し
い
こ
と
を
伝

え
て
お
り
、
特

に
、
玄
暢
と
道
慧
は
、
そ
の

「始
め
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
宋

・
斉
代

の
僧

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
諸
記
録
よ
り
し
て
、
道
生
か
ら
法
雲
に
至
る

約
百
年
の
間
に
、
分
科
法
は
盛
ん
に
創
作
さ
れ
、

工
夫
さ
れ
、
次
第
に

巧
妙
に
な
り
、
詳
細
を
究
め
る
よ
う
に
な
つ
て
来

た
よ
う
で
あ
る
。

四

分
科
法
が
工
夫
さ
れ
始
め
た
時
期
と
、
そ
れ

を
行

つ
た
学
人
た
ち

は
、
概
ね
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
経
典
解
釈
の
方
法
が

生
み
出
さ
れ
て
来
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
今
、
に
わ
か
に
は
論
じ
尽
く

さ
れ
な
い
。
経
典
は
、
は
じ
め
に
イ
ン
ト
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
序

品
を
述
べ
、
末
尾
に
、
後
人
に
付
嘱
を
託
す
る
嘱
累
品
の
類
が
置
か
れ

て
、
そ
の
中
間
の
部
分
で
経
の
正
意
を
述
べ
る
、

と
い
う
構
成
の
も
の

が
少
く
な
い
か
ら
、
も
と
も
と
経
典
自
体

の
中
に
、
三
分
的
要
因
が
あ

る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
、
大
部
の
経

の
中
か
ら
、

そ
の
経
の
真
意
を
探

究
し
宗
要
を
抽
出
し
よ
う
と
す
る
要
求
よ
り
、
分
析
的
解
釈
が
促
さ
れ

六
朝
に
お
け
る
経
疏
分
科
法

に

つ
い
て
の

一
考
察

(
青

木
)
 

三
一
二
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三
二
二

る
こ
と
も

あ
り
得
る
。
ま
た
、
経

の
文
句
は
す

べ
て
仏
陀

の
教
説
で
あ

る
か
ら
、

一
言

一
句
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
、
全
て
重
要
な
意
味
を
表
現

し
て
い
る
筈
で
あ
る
と
し
て
、
す

べ
て
の
章
句
に
意
味
づ
け
を
し
、
構

成
上
の
地
位
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
科
段
を
設
け
た
こ

と
も
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
分
科
法
の
成
立
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

が
関
わ
り
合
つ
て
い
る
と
思
え
る
。

そ
し
て
、

こ
こ
で
な
お
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
講
経
と
の
関
連
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
経
典
の
注
釈
書
は
、
残
ど
の
場
合
、
講
経
の
草
案

や
記
録
を
整
理
し
て
製
作
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ

る
。
前
述

の
僧
印

は
、
法
華
経
を
講
ず
る
こ
と
二
百
五
十
二
遍
で
あ
り
、
宝
亮
が
大
浬
架

八
十
四
遍
、
勝
髭
四
十
二
遍
、
維
摩
二
十
遍
他
を
講
じ
た
等

々
、
講
師

は
同

一
経
典
を
数
十
数
百
回
と
講
じ
、
ま
た
、
大
部

の
経
典
は
数
回
に

別
つ
て
講

じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
こ
か
ら
、
経

の
適
当
な
分
段

の
必
要
が
生
じ
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
の
工
夫
が
な
さ
れ
、
そ
の
巧
妙

さ
に
盛
ん
に
注
意
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

充
分
に
考

え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
右

の
よ
う
な
講
経
者

の
心
理
的
配
慮
と
は
別
に
、
講

経
の
形
式

と
分
科
法
と
の
関
係
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

唐
代
の
講
経
の
場
に
お
い
て
、
講
師
が
経
を
三
門
分
別
す
る
こ
と
が
あ

(
1
6
)

り
、

こ
の
形
式
は
六
朝
期
前
半
に
遡
れ
る
よ
う
で
あ

つ
て
、
そ
れ
は
、

高
僧
伝
の
経
師
篇
に
記
録
さ
れ
る
経
師
や
唱
導
師
た
ち
の
、
転
経
や
作

梵
と
関
り
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

六
朝

の
士
大
夫
の
経

書

の
解

釈

法

と
、

仏
家

の
そ

れ

と

の
関

連

な

ど

と
共

に
、

別

に

改

め

て

考

え

た

い
。

1
 

こ
の
問
題
に
関

し
て
、
横
超
慧

日
博
士

に
、
前

に
御

論

孜

が

あ

る
。

(
「
経
釈
史
考
」
支
那

仏
教
史
学

・
一
-

一
)
。

2
 
宇
井
博
士

「
道

安
研
究
」
、
湯
用
形
教
授

「
漢
魏
両
奮
南
北
朝
仏
教

史
」

は
、
道
安
説
を
認

め

て
お
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

3
 

仁
王
護
国
般
若

経
疏
巻

一
。
正

・
三
三

・
二
五
五
d
。

4
 
仁
王
護
国
般
若

波
羅
蜜
多
経
疏
巻
上
。

正

・
三
三

・
四
三
五
d
。

5
 
孟
蘭
盆
経
疏
巻

上
。

正

・
三
九

・
五
〇
七

a
。

6
 
高
僧
伝
。

正

・
五
〇

・
三
五
二

a
。

7
 

卍
続

・
一
・
二
七

・
五

・
四
三

一
右
。

8
 

正

・
三
四

・
一
a
-
二

a
。

9
 

卍
続

・

一
・
五
六

・
四

・
三
四

一
左
。

10
 
正

・
三
四

・
四
五
二

c
。

11
 
正

・
三
四

・
三
六
三

c
。

12
 
卍
続

・
一
二
二
八

・
三

・
二
二
六
左
。

13
 
高
僧
伝
。

正

・
五
〇

・
三
七
九

a
。

14
 

高
僧
伝
。

正

・
五
〇

・
三
八

一
c
。

15
 
高
僧
伝
。

正

・
五
〇

・
四
〇
三
b
。

16
 
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
巻
第
三
。

会
昌
元
年
。
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